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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する

＜連絡事項＞

· 2/24（火）～2/25（水）院内研修あり。事前に、教育委員会フォルダ内の出席表に入力を行うこと。

· 2/25（水）青陽館内で避難訓練実施。

· 2/26（木）北病棟入院中（3月退院予定）の清水頭 翼様デイケア見学あり。母親同伴にて11：00頃来所予定。（対応：上野）

· デイケア保険について

人数確認締め切り、提出　3/4（水）～3/5（木）

申し込み締め切り　　　　3/14（金）

※領収書は現在発注中。3/2（月）より集金を始めることを利用者様に説明していく。

＜外来患者様情報＞

· 大久保　律子様～「いつもより元気」と話されている。内服処方は4週間分で、次回受診は3/13。

· 沢田　三朗　様～まだ風邪が続いているとのことで、風邪薬5日分処方。咳嗽きかれている。採血

結果は異常なし。

· 横町　　浩　様～鼻に伴創膏を貼っており、「髭剃りで切った」と話されている。「歳をとったから

歩くのがつらい」と話されている。体重は現在89.0kgとのこと。

· 島浦　美千男様～採血の結果、空腹時血糖95mg/dl、HbA1c　6.0％、カリウム値は異常なし。昨日

えんぶりを観て楽しかったと話されている。

· 関　　秀治　様～ここ1週間色々あって疲れたと話されている。何が色々あったのか尋ねると、「仕

事とか…」と言葉を濁している。口角炎は改善傾向、軟膏処方あり。睡眠はまあまあとれているとのこと。

· 久保　興介　様～食事、睡眠はとれているとのこと。人ごみに行くと吐気がすると話されている。

自宅ではギターの練習をしており、自動車の運転は路面が乾いている時だけ行っているとのこと。内服処方について、錠剤を1種類ずつ別々に分けて欲しいと希望あり、そのようにしている。

· 田名部　一樹様～「調子は良い方」と話す。下剤を飲もうとすると排便がある為、下剤は服用して

いないとのこと。昼寝をしても、夜間は20～翌5時まで眠れているとのことで、心配はないと説明している。

· 関口　　禅　様～えんぶりを見に行ったが寒かったと話されている。

＜利用者様情報＞

· 宮　　陽子　様～気分高揚さみられており、2/23に青山荘退所になることをしきりに他者に話さ

れている。退所後のデイケア利用について、「家もいろいろ忙しいから、週3回も来れるかどうか分からない」と話されている。欠席する際は、必ず一度デイケアに顔を出すことを説明していく。

· 平　　京子　様～手荒れについて、昨日、帰荘後に皮膚科受診し処置を受けている。本人はハイタ

ー使用にて荒れたと話されているが、それ以外も原因があるのではないかと指　されたとのこと。青山荘より、情報は迅速に流すようにと指摘あり。今後、適宜情報提供していくこと。

· 北村　奈美　様～水曜日に欠席の連絡をした際、受診先や用事の内容など詳細をきかれたことで

「ムカムカして、それからずっと治まらなかった」と訴えあり。「私はズル休　をしたことないのに。忙しくて時間がないけど、行ける時は行くようにしています」と話されている。欠席の理由については、北村様に限らず必ず確認するようにしていること説明すると、本人納得している。今後も、誤解のないよう統一した対応を行っていく。

· 前野　義勝　様～昨日、外来受診後に処方薬を受け取り忘れて帰宅している。外来から連絡し、本

人在宅していた為、内服を渡している。内服の飲み忘れが多く、以前も内服薬をロッカーに忘れていたことがあるので、内服状況について注意して確認を行っていく。

＜SST報告＞

DNC：お題『体調が悪い時、スタッフにどのように声をかけるか』

· お題について尋ねると「具合が悪い」「頭が痛くて困る」と聞かれた為、そのような時の対策としてスタッフがお題へと改変している。

· 「今日は体調が悪いので休ませて下さい、と言う」とメンバーが言ったことに対し、「もっと頭が痛いとか具体的に言った方が良い」「きちんと伝えた方が良い」と意見が出ている。

· ロールプレイを実施しているが、改善点は活かされず「具合が悪いので休ませて下さい」とのみ話している。

⇒自ら発言することが少ない為、スタッフが声掛けを行い、発言を促す必要がある。

⇒うまくお題を改変し、ロールプレイまで持っていくことが出来た。

⇒「挨拶の仕方」など、一度行ったお題でも時間が経つと忘れていることが多いので、繰り返し行う必要がある。

DC：お題『携帯メールの使い方』

· お題は、中居松男様が「メールの使い方が分からない」と話したことで決定している。

· それに対して、細越定生様が「説明書を読めばいい」と責めるような口調で話していたが、他メンバーが「説明書なんか分厚くて読めない」と反論すると、それから発言せずにいる。

· 携帯電話を持っているメンバーでは話が盛り上がっていたが、携帯電話を所持していないメンバーにとっては話に入りにくかった状況。

· 意見は積極的に出ていたが、ロールプレイには至らず。

⇒操作方法を話し合うのではなく、「操作方法を誰かにきく」などロールプレイを行いやすい方向へ持っていく必要がある。

⇒携帯電話の話題では所持しているメンバーが限られている為、「分からないことを誰かにきく」など全員がイメージしやすい状況を作った方が、話題が限られることはないと思われる。

⇒デイケア・デイナイトケアともに、一度SSTの目的や流れを振り返る時間を設ける必要がある。

＜新規・継続利用者様情報＞

・遠藤　里菜　様

デイケア利用開始して3週間が経過。本人は他者との交流を避け、共に行動をしたがらない。本人の気に障ることがあると、突然大声で文句を叫ぶ為、他メンバーから距離を置かれている。そのことについて本人に振り返って戴き、まずスタッフに相談するように説明するが、「わかっているけど、ついその場で叫んでしまう」と話している。三戸郡地域生活支援センターへ情報提供のため、昨日電話連絡を行っているが、担当者が不在のため、再度連絡を行っていく。










